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改
正
農
委
法　

成
立

来
年
４
月
１
日
施
行

す
る
こ
と
。

　

法
律
が
成
立
し
た
こ
と
で
、
今
後

の
焦
点
は
政
省
令
、
通
知
、
施
行
ま

で
の
準
備
や
手
続
き
な
ど
に
移
り
ま

す
。
法
附
則
の
「
農
業
委
員
会
に
関

す
る
経
過
措
置
」
に
よ
り
2
0
1
6

年
3
月
31
日
ま
で
任
期
を
延
長
す
る

必
要
が
あ
る
農
業
委
員
会
は
、
現
時

点
で
全
国
に
約
1
9
0
委
員
会
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
市
町
村
に
お
い
て
は
、

法
律
が
施
行
さ
れ
る
同
年
4
月
1
日

に
向
け
て
新
た
な
政
令
基
準
に
基
づ
く

農
業
委
員
定
数
を
検
討
し
、
条
例
を

改
正
す
る
必
要
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

ワ
ー
ク
機
構
が
関
係
行
政
機
関
に
対
し

て
提
出
す
る
意
見
に
つ
い
て
、
農
地
等

の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
施

策
に
関
わ
る
農
業
・
農
村
の
問
題
を
幅

広
く
く
み
上
げ
た
現
場
の
意
見
が
反

映
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

【
農
地
法
】

①
農
地
転
用
許
可
に
際
し
、
農
業
委

員
会
が
都
道
府
県
農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
構
の
意
見
聴
収
が
義
務
化
さ

れ
て
い
な
い
30
ア
ー
ル
以
下
の
農
地
に
つ

い
て
も
意
見
聴
収
を
活
用
で
き
る
こ
と

の
周
知
を
図
る
こ
と
。

②
農
業
生
産
法
人
の
要
件
緩
和
に
伴

い
、
農
地
が
農
外
資
本
に
支
配
さ
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
制
度
を
適
切
に
運
用

行
い
な
が
ら
、
農
地
利
用
最
適
化
の
推

進
の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。（
図
）

○
付
帯
決
議

　

参
院
農
林
水
産
委
員
会
で
は
、
可

決
の
際
に
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
、
衆
院

の
附
帯
決
議
を
拡
充
し
た
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
関
係
と
農
地
法
関
係

の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

【
農
業
委
員
会
法
】

①
農
業
委
員
の
公
選
制

の
廃
止
に
当
た
っ
て
は
地

域
の
代
表
制
が
堅
持
さ

れ
る
よ
う
十
分
配
慮
し
、

農
業
委
員
・
推
進
委
員

の
推
薦
・
公
募
に
関
し
て
、

定
数
を
上
回
っ
た
場
合
に

関
係
者
の
意
見
を
聴
く

こ
と
や
、
女
性
や
青
年
が

積
極
的
に
登
用
さ
れ
る
よ

う
周
知
徹
底
を
図
る
た

め
の
働
き
か
け
を
行
う
こ

と
。

②
担
い
手
へ
の
農
地
利
用

の
集
積
・
集
約
化
な
ど

に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員

と
推
進
委
員
の
適
切
な

役
割
分
担
と
連
携
の
下
に

「
委
員
会
全
体
と
し
て
」

取
り
組
む
こ
と
。

②
農
業
委
員
会
と
ネ
ッ
ト

　

農
業
委
員
会
法
・
農
協
法
・
農
地

法
の一部
を
改
正
す
る一括
法
案
が
、
8

月
28
日
の
参
院
本
会
議
で
、
投
票
総

数
2
3
0
名
、
賛
成
1
5
4
名
、

反
対
76
名
の
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
・

成
立
し
、
9
月
4
日
に
公
布
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。

○
農
業
委
員
の
選
出
方
法
の
変
更

　

改
正
さ
れ
た
農
業
委
員
会
法
で
は
、

農
業
委
員
の
選
出
方
法
を
こ
れ
ま
で
の

公
選
制
か
ら
市
町
村
長
の
任
命
制
に

改
め
ら
れ
ま
す
。

○
農
業
委
員
会
の
使
命

　

農
地
利
用
最
適
化
の
推
進
に
全
力

を
挙
げ
る
こ
と
が
、
農
業
委
員
会
が
果

た
す
べ
き
最
大
の
使
命
と
な
り
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
新

設
さ
れ
ま
す
。
農
地
中
間
管
理
機
構

と
の
連
携
の
下
、
農
業
委
員
と
推
進
委

員
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
で
担
い
手
へ

の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
や
耕
作

放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
な
ど
の
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

○
農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構

　

県
農
業
会
議
と
全
国
農
業
会
議
所

は
、
法
改
正
に
よ
り
農
業
委
員
会
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
構
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

ま
す
。
農
業
委
員
会
活
動
の
支
援
を

改正農業委員会法のポイント
農業委員会

農業委員の選出方法の見直し

サ
ポ
ー
ト

農地利用最適化推進委員の新設

都道府県農業会議
全国農業会議所

○市長村長の選任制

　・地域等からの推薦、公募を実施

　・候補者情報の公表、結果の尊重

　・市町村議会の同意

○過半が認定農業者⇒例外基準　省令

○利害関係のない者が１人以上

○年齢・性別に著しい偏りがないよう

　に配慮

○委員数を半分程度に縮減（政府方針）

　⇒定数基準　　政令

農委のネットワーク組織として機能強化

法律の狙い

農地利用の最適化

○都道府県及び全国段階の農業委員会

　ネットワーク機構への移行

○農業委員会に対する支援（都道府県

　機構）、農地情報の収集・整理・提

　供、新規就農支援、法人化支援、担

　い手の組織化・運営支援…

　などを法定化

○担い手への集積・集約化

○耕作放棄地の発生防止・解消

○新規参入の促進　　　など

○農地利用最適化に向けた推進活動を

　実施

○農業委員会が区域ごとに委嘱

　・区域からの推薦・公募を実施

　・候補者情報の公表、結果の尊重

　⇒委嘱の例外基準　政令

　⇒定数基準　政令

※そのほか、「意見の公表・建議」を「農地利用最適化推進施策に関する改善意見の提出」として
新たに規定（農業委員会及び都道府県・全国ネットワーク機構）
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表1　農業委員の定数の上限
区　　分 改正後

の上限
現行の上限（選挙委員の定数であり、
この他に選任委員が 7人程度）

（1）次のいずれかの農業委員会
①農業者の数が 1,100 以下の農業委員会
②農地面積が 1.300㌶以下の農業委員会

推進委員を委嘱する
農業委員会 14 人

20人
推進委員を委嘱しない
農業委員会 27人

（2）（1）および（3）以外の農業委員会

推進委員を委嘱する
農業委員会 19人

30人
推進委員を委嘱しない
農業委員会 37人

（3）農業者の数が 6,000を超え、かつ、農
地面積が 5,000㌶を超える農業委員会

推進委員を委嘱する
農業委員会 24 人

40人
推進委員を委嘱しない
農業委員会 47人

※これまでの専任委員数が 7人を超えている場合には、農林水産大臣の承認を得て上限を引き上げることができる

承
認
を
得
ま
し
た
。

  

承
認
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お

り
で
す
。

第
1
号
議
案

  

平
成
26
年
度
事
業
報
告
並
び
に

平
成
26
年
度
経
費
収
支
決
算
承
認

に
関
す
る
件

第
2
号
議
案

  

平
成
26
年
度
職
員
退
職
死
亡
給

与
積
立
金
収
支
決
算
承
認
に
関
す

る
件

第
3
号
議
案

  

平
成
26
年
度
会
議
員
退
職
慰
労

積
立
金
収
支
決
算
承
認
に
関
す
る

件第
4
号
議
案

　

法
第
41
条
第
2
項
第
6
号
会
議

員
辞
任
承
認
の
件

第
5
号
議
案

　

法
第
41
条
第
2
項
第
6
号
会
議

員
指
名
の
件

第
6
号
議
案

  

奈
良
県
農
業
会
議
会
則
の
一
部

変
更
に
関
す
る
件

　

県
農
業
会
議
（
増
井
勲
会
長
）

は
、
平
成
27
年
8
月
7
日
、
奈
良

市
大
森
町
「
農
協
会
館
」
に
お
い

て
第
1
1
8
回
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

農
業
会
議
会
議
員
を
は
じ
め
県

関
係
者
な
ど
約
50
名
が
出
席
。
冒

頭
増
井
会
長
は
、
「
通
常
国
会

で
、
農
業
委
員
会
制
度
の
改
正
に

つ
い
て
議
論
が
進
み
、
先
般
、
改

正
法
案
は
衆
議
院
を
通
過
し
ま
し

た
。
今
、
参
議
院
で
審
議
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
農
業
委
員
会
、
農

業
委
員
と
し
て
全
う
す
べ
き
使

命
・
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な

る
た
め
、
適
切
な
対
応
を
図
る
た

め
の
体
制
作
り
が
重
要
で
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
副
会
長
の
補
充
選

挙
が
行
わ
れ
、
新
た
な
副
会
長
に

中
出
篤
伸
氏
（
奈
良
県
農
業
協
同

組
合
中
央
会
長
）
の
就
任
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
県
下
の
農
業
・
農

業
者
の
利
益
代
表
機
関
と
し
て
、

奈
良
県
農
業
の
振
興
発
展
と
農
家

経
済
の
充
実
並
び
に
農
家
生
活
の

向
上
を
図
り
、
本
県
農
業
の
健
全

な
発
展
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

だ
、
平
成
26
年
度
の
各
種
事
業
実

績
の
報
告
を
行
い
、
参
加
者
か
ら

第
１
１
８
回

奈
良
県
農
業
会
議
通
常
総
会
を
開
催

改
正
農
委
法
の
政
省
令

表2　政省令のポイント
政　令
○農地利用最適化推進委員を委嘱しないことができる市町村の基準
　・市町村の区域内の遊休農地率が 1％以下　

いずれも満たす市町村　・担い手に対する農地の集積率が 70％以上
○農業委員の定数の上限（表）
○推進委員の定数の上限
　農業委員会の区域内の農地面積の100㌶に1人の割合で配置できる
省　令
○農業委員の過半数を認定農業者とする要件の例外
　・農業委員会の区域内の認定農業者（※ 1）の数が、農業委員の定数の 8倍以下である場合は以下のとおりでよいこととする
　　a 委員の過半数を認定農業者および認定農業者に準ずる者（※ 2）とすることについて市町村議会の同意を得たとき
　　　　↓（それでも任命に著しい困難を生じる場合）
　　b 委員の少なくとも4分の1を認定農業者および認定農業者に準ずる者とすることについて市町村議会の同意を得たとき
　　　　↓（それでも任命に著しい困難を生じる場合）
　　c 農林水産大臣の承認を得たとき
　・農業委員会の設置が義務づけられていない市町村
　・認定農業者の制度を活用していない市町村
○委員・推進委員の推薦・公募および任命・委嘱に係る手続きの細則
　・委員・推進委員の推薦・公募は同時に行うことができる
　　⇒その場合、委員・推進委員両方の候補者となれるほか、推進委員は複数の区域について同時に候補者となれる
　・推薦・公募の期間（おおむね 1か月）、推薦・応募書面の提出方法、その他必要な事項は市町村または農業委員会が定め、公表する
　・推薦・公募の状況の公表は、インターネットなどで募集期間の中間に、募集期間後は終了後遅滞なく行う
　・市町村長または農業委員会は、候補者が定数を超えた場合、その他必要と認めた場合には、関係者からの意見聴取など公正性・透明性を確
　　保するために必要な措置を講じるよう努めなければならない
※ 1法人たる認定農業者の場合、役員および使用人（農場長など、法人が行う耕作または養畜の事業に関する権限および責任を有する者）
※ 2認定農業者のOB、認定新規就農者、集落営農組織の役員、人・農地プランや畜産クラスターなど国・地方の計画に位置づけられた農業者、指導農業士、基本構
　　想水準到達者など

}

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、

農
業
委
員
会
法
改
正
に
伴
う
政
省
令

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

政
令
で
は
農
業
委
員
と
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
の
上
限
基

準
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
省
令
で
は

農
業
委
員
の
過
半
数
を
認
定
農
業
者

と
す
る
要
件
の
例
外
な
ど
を
示
し
て

い
ま
す（
別
表
1
・
2
参
照
）。
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向
に
つ
い
て
。
ま
た
、
県
担
い

手
・
農
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
よ

り
、
農
地
法
の
概
要
に
つ
い
て

研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

当
日
は
、
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
・
解
消
活
動
の
推
進
に
向

け
た
「
遊
休
農
地
解
消
活
動
推

進
研
修
会
」
も
開
催
し
ま
し

た
。

て
提
供
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
が
定
め
る
「
目

標
及
び
そ
の
達
成
に
向
け
た
活

動
計
画
」
を
踏
ま
え
た
、
農
業

委
員
会
の
各
種
活
動
の
展
開
に

つ
な
げ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
集
計
結
果
総
括

集
計
対
象
農
業
委
員
会
数
３
７

集
計
対
象
農
業
委
員
７
８
２
人

し
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
推
進
資

料
を
配
付

3
．戸
別
訪
問・巡
回
普
及
の
実
施

（
1
）加
入
推
進
体
制
の
整
備
と

連
絡
調
整
活
動
の
強
化

（
2
）重
点
加
入
対
象
者
に
対
す

る
巡
回
活
動
及
び
戸
別
訪
問
の

実
施

（
3
）制
度
の
周
知
を
図
る
た
め
の

巡
回
普
及
活
動
の
実
施

4
．重
点
加
入
対
象
者
に
対
す
る

相
談
会
の
開
催
や
各
種
会
合
な

ど
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ

（
1
）重
点
加
入
対
象
者
に
対
す

る
加
入
相
談
会
を
開
催

（
2
）担
い
手
が
多
く
集
ま
る
集
会

や
会
合
等
の
場
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ

5
．農
業
委
員・Ｊ
Ａ
リ
ー
ダ
ー
等

へ
の
制
度
理
解
の
徹
底
と
加
入
推

進（1
）農
業
委
員・Ｊ
Ａ
リ
ー
ダ
ー

を
対
象
と
し
た
研
修
会
の
開
催

（
2
）加
入
資
格
を
持
つ
農
業
委

員・Ｊ
Ａ
リ
ー
ダ
ー
へ
の
加
入
推
進

の
徹
底

　

ま
た
、農
業
者
年
金
P
R
の
ラ

ジ
オ
コマ
ー
シ
ャ
ル
が
M
B
S
ラ
ジ

オ（
A
M
1
1
7
9
）か
ら
11
月

1
日
〜
30
日
の
1
ヶ
月
間
、奈
良

県
全
域
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

県
農
業
会
議
は
、
市
町
村
農

業
委
員
を
対
象
に
「
市
町
村
農

業
委
員
研
修
会
」
を
9
月
18
日

に
、
斑
鳩
町
興
留
「
い
か
る
が

ホ
ー
ル
」
に
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
研
修
会
で
は
4
7
5
名

の
参
加
が
あ
り
、
全
国
農
業
会

議
所　

農
地
・
組
織
対
策
部
鈴

木
部
長
よ
り
農
業
・
農
村
の
再

生
に
向
け
た
農
業
委
員
会
組

織
・
制
度
改
革
の
動
き
と
方

　

「
農
業
委
員
活
動
記
録
」
作

成
の
取
り
組
み
は
、
地
域
農
業

が
抱
え
る
問
題
点
や
課
題
を
探

り
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
強
化
や
、
「
目
に
見
え
る

農
業
委
員
会
活
動
」
を
進
め
る

た
め
行
っ
て
い
ま
す
。
奈
良
県

農
業
会
議
で
は
、
平
成
26
年
度

に
取
り
組
ま
れ
た
農
業
委
員
の

活
動
記
録
を
集
計
し
、
農
業
委

員
の
活
動
の
た
め
の
情
報
と
し

　

農
業
者
の
老
後
保
障
と
担
い
手

の
確
保
と
い
う
政
策
目
的
を
基

本
と
す
る
農
業
者
年
金
制
度
を
、

農
業
者
か
ら
支
持
さ
れ
る
年
金

と
し
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、さ
ら
な
る
加
入
者
の
確

保
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。奈
良

県
下
に
お
い
て
は
、農
業
委
員
会

と
Ｊ
Ａ
組
織
が
互
い
に
連
携
を
図

り「
農
業
者
年
金
加
入
者
確
保

3・3
運
動
」を
展
開
し
て
お
り
、

着
実
に
加
入
者
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

本
年
10
月
か
ら
来
年
1
月
ま

で
の
4
ヶ
月
間
、本
制
度
に
つ
い
て

農
業
者
に
広
く
周
知
を
図
り
、加

入
に
向
け
た
推
進
活
動
を
積
極

的
に
行
う
た
め「
農
業
者
年
金
加

入
推
進
強
調
月
間
」を
実
施
し
、

加
入
者
の
確
保
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　

取
り
組
み
の
重
点
は
次
の
と
お

り1
．新
規
加
入
者
の
確
保

（
1
）各
市
町
村
段
階
で
年
間
3

名
の
新
規
加
入
者
の
確
保

2
．制
度
の
周
知
方
法

（
1
）各
組
織
の
広
報
誌
等
へ
の
掲

載
に
よ
り
、広
範
囲
の
対
象
者
に

対
す
る
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施

（
2
）重
点
加
入
対
象
者
等
に
対

農
業
者
年
金
加
入
推
進
強
調
月
間
を
展
開
中

平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
28
年
1
月
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

〜
11
月
は
M
B
S
ラ
ジ
オ
か
ら
農
年
P
R
〜

「
市
町
村
農
業
委
員
研
修
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
開
催

　

改
正
農
業
委
員
会
法
と

　
　
　
　
　

農
地
法
に
つ
い
て
学
ぶ

平
成
26
年
度　

農
業
委
員
活
動
記
録
簿　

集
計
結
果

①
農
業
委
員
会
総
会
･
部
会

･
委
員
会
出
席
件
数
…
６
，

５
１
１
件

②
活
動
形
態
件
数
…
９
，

９
６
１
件
（
委
員
１
人
当
た
り

１
２
．
７
件
）

③
活
動
区
分
件
数
…
１
１
，

０
３
２
件
（
委
員
１
人
当
た
り

１
４
．
１
件
）

　

〈
活
動
区
分
内
訳
〉

■
農
地
関
係
〔
５
２
．
１
％
〕

…
５
，
７
４
７
件
（
委
員
１
人

当
た
り
７
．
３
件
）

   ■
担
い
手
関
係
〔
６
．
０
％
〕

…
６
５
８
件
（
委
員
１
人
当
た

り
０
．
８
件
）

   ■
そ
の
他
活
動
〔
４
１
．

９
％
〕
…
４
，
６
２
７
件
（
委

員
１
人
当
た
り
５
．
９
件
）
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農
業
会
議
だ
よ
り

《
全
国
農
業
図
書　

新
刊
紹
介
》

◎
こ
こ
が
変
わ
る
！
農
委
、
農
地
制
度
〜

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
へ
〜

　

平
成
27
年
8
月
28
日
に「
農
業
協
同
組

合
法
等
の一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
」が

成
立
し
、農
委
法
、農
地
法
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。平
成
28
年
4
月
1
日
の
施
行
に
向

け
、制
度
改
正
の
趣
旨
と
内
容
の
周
知
が
急

務
と
な
って
い
ま
す
。

　

法
改
正
で
何
が
ど
う
変
わ
る
の
か
、そ
の

ポ
イ
ン
ト
を
一目
で
分
か
り
や
す
く
コ
ン
パ
ク

ト
に
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
お
届
け
し

ま
す
。

　

農
業
委
員
会
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、新
制

度
の
も
と
で
の
農
業
委
員
、農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
候
補
と
な
る
方
々
を
は
じ

め
、広
く
農
業
関
係
者
へ
の
周
知
に
ご
活
用

下
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
45
円

《
県
農
業
会
議
関
係
会
議
日
程
》

10
月
29
日

・
第
59
回
奈
良
県
農
業
委
員
大
会

11
月
2
日

・
常
任
会
議
員
会
議

12
月
2
日

・
奈
良
県
農
業
会
議
臨
時
総
会

・
常
任
会
議
員
会
議

12
月
3
日

・
全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集
会

1
月
8
日

・
常
任
会
議
員
会
議

川
西
町
農
業
委
員
会 

会
長

村
井　

克
己

　

川
西
町
は
、奈
良
盆
地
の
北
西
部
に
位

置
し
、古
く
は
大
和
川
や
寺
川
な
ど
の
河

川
を
利
用
し
た
水
運
や
農
業
の
町
と
し

て
栄
え
ま
し
た
が
、近
年
は
住
宅
地
開
発

や
工
業
団
地
の
誘
致
等
に
よ
り
、コ
ン
パ
ク

ト
な
田
園
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。平
た
ん
な
地
形
と
水
利
の
良
さ
を

生
か
し
て
水
稲
を
は
じ
め
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ・

ナ
ス
ビ
な
ど
の
作
付
け
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。中
で
も
数
年
前
に
復
活
し
た「
結
崎

ネ
ブ
カ
」は
、戦
前
ま
で
大
和
野
菜
の
雄

と
し
て
栄
え
た
葉
ネ
ギ
の一
種
で
、そ
の
食

味
は「
や
わ
ら
か
く
て
甘
い
」と
評
判
を

博
し
、結
崎
ネ
ブ
カ
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

メ
ニュ
ー
の
開
発
も
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。生
産
農
家
で
は
、繊
細
な
特
性

と
対
峙
し
な
が
ら
安
定
供
給
と
生
産
拡

大
に
向
け
て
研
究
を
積
み
重
ね
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、川
西
町
の
農
業
環
境
は
、や
は

り
高
齢
者
に
よ
り
支
え
ら
れ
、次
代
の
担

い
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。請
負

農
家
へ
の
依
存
と
離
農
は
後
を
絶
た
な

い
状
況
に
あ
り
、耕
作
放
棄
地
の
頻
発

を
心
配
さ
れ
る
地
域
の
声
も
聞
か
れ
ま

す
。町
農
業
委
員
会
で
は
毎
年
、農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、新
た
に
発
生
し
た
遊

休
農
地
を
担
い
手
に
結
び
つ
け
る
手
立
て

を
講
じ
て
い
ま
す
が
、農
地
環
境
や
条
件

か
ら
、な
か
な
か
結
び
つ
け
ら
れ
な
い
難

し
さ
が
あ
り
ま
す
。と
り
わ
け
近
年
に
お

け
る
コ
メ
価
格
の
下
落
が
、こ
れ
に
拍
車

を
掛
け
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。下
落
の

原
因
は
、食
の
多
様
化
に
よ
る
消
費
者
の

コ
メ
離
れ
か
ら
需
要
が
減
少
す
る一
方
で
、

作
付
け
過
剰
に
よ
り
供
給
が
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。他
府
県

で
は
収
益
確
保
の
た
め
、飼
料
米
へ
の
作

付
け
転
換
を
行
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。

　

次
代
の
担
い
手
に
農
業
を
託
す
に
は
、

や
は
り
農
業
経
営
を
魅
力
あ
る
も
の
と

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
れ
に
は
、一

定
水
準
以
上
の
収
益
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
。農
地
を
一
度

雑
草
化
さ
せ
る
と
、も
と
の
収
量
に
戻
る

ま
で
最
低
3
年
は
掛
か
り
ま
す
。ま
し
て

や
耕
作
放
棄
地
と
な
る
と
再
生
さ
せ
る

ま
で
、相
当
な
労
力
と
コ
ス
ト
を
要
し
ま

す
。か
け
が
え
の
な
い
農
地
を
守
り
、日

本
ら
し
い
風
景
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
は一
人
ひ
と
り
が
、相
反
す
る
こ
の

問
題
に
し
っ
か
り
目
を
向
け
、国
や
県
の

方
策
に
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
対
策
を
講

じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る

と
こ
ろ
で
す
。食
料
を
他
国
に
頼
ら
な
い

で
最
低
限
自
給
で
き
る
こ
と
は
、将
来
に

お
け
る
日
本
の
お
守
り
み
た
い
な
も
の
で

す
。

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
」

　
　
　
　

〜
系
統
組
織
の
対
応
〜

"農“
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て
は
、
10
月
5
日
、
米
国
・
ア
ト
ラ
ン

タ
に
お
け
る
閣
僚
会
合
に
お
い
て
大
筋
合
意
に
至
り
ま
し
た
。

　

農
業
分
野
に
つ
い
て
は
、
重
要
5
品
目
の
関
税
引
き
下
げ
や

特
別
枠
の
設
定
な
ど
大
幅
な
市
場
開
放
を
迫
ら
れ
る
合
意
内
容

と
な
り
、
農
業
経
営
の
継
続
に
大
き
な
懸
念
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
政
府
は
総
理
を
本
部
長
と
し
て
全
閣
僚
で
構
成
す
る
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
総
合
対
策
本
部
」
、
農
林
水
産
省
は
大
臣
を
本
部
長
と
す

る
「
農
林
水
産
省
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
本
部
」
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し

て
、
万
全
の
国
内
対
策
を
講
じ
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
会
の
批
准
を
経
て
、
協
定
の
発
効
ま
で
は
2
年
程
度
か
か

る
と
の
見
込
み
で
す
が
、
今
後
、
担
い
手
を
は
じ
め
と
す
る
農

業
者
が
「
再
生
産
が
可
能
と
な
る
」
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
展

望
が
描
け
る
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
に
対
す
る
食

料
の
安
定
供
給
と
農
業
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
十
分
に
確
保
し

て
い
く
こ
と
を
強
く
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

  

こ
の
た
め
、
農
業
委
員
会
系
統
組
織
と
し
て
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
当
面
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

【
全
国
農
業
会
議
所
】

全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集
会
に
お
け
る
要
請
決
議
と
要

請
活
動

【
奈
良
県
農
業
会
議
】

奈
良
県
農
業
委
員
大
会
に
お
け
る
要
請
決
議
と
要
請
活
動

【
会
議
所
・
農
業
会
議
・
農
業
委
員
会
】

国
民
へ
の
農
業
理
解
の
醸
成
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